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Pich ｛a　 sti ρitisに よ る バ イ オ マ ス 加 水 分 解物か ら の 工 タ ノ
ー

ル 生 産
に 及 ぼ す酸 素供給 条 件め影響

　　　　　　　　　　　　　（新潟 大 ・工 ）　 ○ 遠 間紀 裕，谷 口 正 之

【目 的 】セ ル ロ ース 系 1
｝
’
イオ マ ス を 酵 素的 に 加 水分 解 した場合 、 得 られ る糖 液 の 組球は 、

グ ル コ ース と キ シ ロ ー
翆の 比 が お 欝よ そ 2 対 1 と な る 。 こ の 穂 混 合 基 質 か ら．エ タ ！

一ル を

生 産 す る こ と を 目的 と し て 、キ シ ロ
ー

ス 発 酵性 酵 母 Pichiastlpitis に よ るキ シ ロ 鵡 ス か

らの 工 汐 ノ
・一ル 生産 に お ける最 適 を酸 素供給 条 件 に つ い て 、我 々 は 既

．
に 検討 し 、

’
報 告 し た e

1 ］

　本研 究で は 、グ ル コ
ー

ス と キ シ ロ
ー

ス の 糖 混 合 基質 か ら 工 タ ノ ール を効 率 よ く生 産 す

る た φの 酸 素 供 給 条件 に つ い て 検討 した 。

【方法 】 キ ジ ロ ース i発酵性 酵 母 と し て Pichia 　 s モi・plti 　 s　CBS　5773を 使 用 し た 1，
発 酵 槽 ∫（サ

クラ 精機 ，丁BR−2−g）、の 酸 素移動 容 最 係数 kLaは 、亜 硫 酸 ソ ーダ酸化 法 よ り求 め た 。 　kLaは

主 に攪 拌 回 転 数 を調節 す る こ と に よ り設 定 した 。
工 タ ノ

ー
ル 生産 は 、 cdY 培 地

z ，

を 用い

て 温 度 25℃ 、 pH51 ．eの 条 件 で 行 っ た。グ ル コ 」 ス 、キ シ ロ ース お よ び キ シ リ ト
ー

ル 濃 度
は 、HPLC艦よ り測 定 し た 。工 タ ノ

ール 濃 度 は 、 ガ ス ク囗 マ トグラ フ ィ
ー

に よ り測 定 し た 。

【結 果 】 キ シ ロ ーズ を 基 質 と し た 場 合 、最 大比 工 タ ノ ール 生成速 度 （q の
「
m ．x は 酸 素移動

速 度 （OTR ）が O，el〜O．O’2g −・Oz／L／hの 時に 最 大 と な っ た 。 しか し、グ ル ：】 T ス を基 質 と

した 場 合 に は 、　（qp ） m 。k は OTR が e．o
’
4〜o．　05g −02fL／hの 時 に 最 大 と な り、基 質 に よ っ

て 最適 な 酸素 供給量 は 異 な っ ，た 。 そ こ で、糖 混 合 基質か ら の エ タ ノ ール 生 産 に お い て 、消

費す る 糖 に 合 わ せ て 酸 素供 給量 を 調 節 し た 時、対 照 実験 に 比 べ て X タ ノ ール の 生 産 性 は 向

上 し た 。 1）遠 間 、山本 、谷 口 、藤 井 ； 平 成 4 年 度 日本生 物 工 学会，講演要 旨集， p．139，

　　　　2）P。J．slini 冖ger　皇＿Lt　旦」L．　：　Biotecnol ．　Bioeng．，　24，　3了1　（1982）．

　　 lnfluence 　of 　Okygen 　SupP ｝y　Conditio
’
ns 　orL　Ethanol　Production 　from 　Biomass
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バ クテ リアセ ル ロ

ー
ス生産の 安定性

（東大分生研 ）　 ○戸田清 ， 朝倉智子 ， 吉野智之

【目的】　 微生物の 生産す る高純度の セル ロ ース は ，強靭性 ， 保水性 ， 低栄養性の特

性が あ るの で製紙 食 品，化粧品 な どの分野 で新 しい秦材 と して 注 目を集めて い る．

セ ル ロ
ー

ス を生産する菌はペ リクル を形成 して 生育するために酸素などの移動過程

が律速 に な り， またセ ル ロ
ー

ス 生成の た め の負荷がか が るの で ， セ ル ロ
ー

ス非生産

変異株に比べ て不利な増殖条件にある．本研究剤 ま靜置培養にお けるセル ロ ナ ス 生

産活性の 安定性を申心 にセ ル ロ
ー

ス生産菌と変異株の 比較を行な っ た1
【方法お よび結果】　 沈 タ肋 ‘把 厂 郷 漁躍 ∠撚 rATCC10245 を親株とし，

’
自然 変異

株お よび NTG処理 による入工 変異株をコ ロ ニ ＝ の形状・薬剤耐性で 選択 し使用 した．
’
主に

，
1　OQrn　1容の ブ ラス ：コに仕込んだHestrin−Schra  （HS）の培地舗血1｛ζ1前培養液

を接種 し3◎℃ で靜置培養を行 っ た． グル コ
ー

ス流加培養も行 っ た．

　 HS寒天培地 で大 きい コ ロ ニ ーを形成 した分離株 （LC）は靜｛　 ；ta体培養で セル ロ
ー

ス 隼産活性が低 く
，

小 さ い コ ロニ ーを 形成 した分離株 （PC）の 方が 高 い 生 産活性を

示 した． 1週間毎 に植え継 い で靜置培養を繰 り返す こ とに よ、リセ ル ロ ース 生産活性

が殉上 し ， い ずれ の 株 も同程 度の セ ル i：一ス 生産性を示す よ うにな っ た． 野生株 と

変異株 そ れぞれ の ， 炭素 瀕資 化性 ， 清費グル コ
ー

ス あ た りの セ ル ロ ー ス 収 率 tt セ ル

ロ
ース 生産 に及ぼす グル コ ース 抑制などにつ い て調べ た結果につ い て報告する．
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